
名 船  発 掘 〈汽船〉==

もとブレジデント・ハ リツン

(主要目)客 船、日本郵船運航、 0′509総 トン、

主機三連成レシブ田2基、出力6′500馬力、航海速力 2ノッ ト

船客定員78人 (竣工時)、 92年 ニューヨーク造船所建造

日本に接収された米国の大平洋横断

航路客船

写真はブレジテン ト ハ リソン当時の姿

控裁姦蔑 = 務 , 護 鱗 醸 戒 ' 電 轄

日
本
客
船
史

の
暗
黒
部
分

「全
捕
客
船
」

明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
客
い
史
の
上
で
、
そ
の
実

体
が
ど
う
し
て
も
つ
か
め
な
い
客
船
群
が
あ
る
。

第
二
次
大
戦
中
、
日
本
が
海
外
で
接
収
し
た

（ま

た
は
購
入
し
た
）

一
連
の
外
国
客
船
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
公
表
資
料
が
皆
無

で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
は
今
も
っ
て
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
個
々
の
船
が
、
ど
う
の
よ
う
な
経
過
で
接
収

さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
運
航
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
勃
発
後
、
梅
束
に
は
、
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
を
は
じ
め
欧
米

の
晴
が
多
数
逃
連
し
て
お

り
、
船
不
足
に
悩
ん
で
い
た
日
本
の
崎
会
社
は
、
先

を
争

っ
て
、
こ
れ
ら
外
国
船
の
購
入
交
渉
を
進
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
め
ま
ぐ
る
し
い
国
際
情
勢
の
変
化

と
購
入
価
額
交
渉
の
難
し
さ
の
た
め
、
民
間
だ
け
の

力
で
は
、
な
か
な
か
成
果
を
挙
げ
る
ま
で
に
至
ら
な

い
の
が
実
情
だ

っ
た
。

そ
こ
で
政
府
は
、
政
府
監
督
の
も
と
に
外
国
船
の

購
入
と
チ
ャ
ー
タ
ー
に
当
た
る
会
社
を
設
立
す
る
方

針
を
回
め
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
な
ど
大
手
船
会

社
九
社
に
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経

緯
で

一
九
四
〇

（昭
和
十
五
）
年
七
月
、
資
本
金

一

千
万
円
の
国
策
会
社

「帝
国
船
舶
株
式
会
仕
」
が
束

京
に
設
立
さ
れ
た
。
創
立
後
同
社
は
、
翠

一
九
四

一

（昭
和
十
六
）
年
二
月
ま
で
に
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ



ュ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
か
ら
船
加
十

一
隻
を
購
入
し
、

船
会
社
に
そ
の
運
航
を
委
託
し
た
。

さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
は
、
占
領
地
で
日

本
軍
が
争
捕
し
た
外
国
船
の
管
理
も
委
託
さ
れ
た
の

で
、
同
社
の
業
務
は
急
増
し
た
。
こ
れ
ら
の
船
は
い

ず
れ
も
、
大
手
船
会
社
に
運
航
委
託
さ
れ
、　
一
九
四

二

（昭
和
十
七
）
年
四
月
の
船
舶
運
営
会
の
設
立
後

は
、
同
運
営
会
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る

「勝
関
丸
」
（か
ち
ど
き
ま
る
）

は
、
こ
う
い
っ
た
拿
捕
客
船
の

一
隻
で
あ
る
。

前
身

は
米
国

の
大
平
洋
横
断
航
路
客
船

「勝
関
丸
」
の
前
身
は
、
米
国
Ａ
Ｐ
Ｌ

（プ
レ
ジ
デ

ン
ト

・
ラ
イ
ン
）
の
大
平
洋
横
断
航
路
客
船

「プ
レ

ジ
デ
ン
ト

・
ハ
リ
ソ
ン
」
で
あ
る
。

同
船
は
、
第

一
次
大
戦
末
期
に
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｂ

（米

国
船
舶
院
）
が
計
画
し
た
五
〇
二
型
軍
隊
輸
送
船
の

転
用
貨
客
船
で
、
竣
工
当
時
は
「
ウ
ォ
ル
ヴ
ァ
リ
ン
・

ス
テ
ー
ツ
」
と
称
し
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
メ
イ
ル
社

の
運
航
に
よ
り
太
平
洋
横
断
航
路

（サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
～
極
東
間
）
に
就
航
し
た
。
そ
の
後
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｌ
の
前
身
ダ
ラ
ー

・
ラ
イ
ン
に
売
却
さ

れ
、
「プ
レ
ジ
デ
ン
ト

・
ハ
リ
ツ
ン
」
と
改
名
、
引

き
続
き
太
平
洋
水
域
で
稼
働
し
た
。

大
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た

一
九
四

一
（昭
和
十
六
）

年
十
二
月
八
日
、
開
戦
を
上
海
で
知

っ
た

「
ハ
リ
ソ

ン
」
は
、
直
ち
に
抜
錨
し
て
母
国
に
逃
げ
帰
ろ
う
と

し
た
が
、
出
航
後
間
も
な
く
日
本
航
空
隊
に
発
見
さ

れ
た
。

早
速
、
軍
命
を
受
け
た
上
海
航
路
の
書
駄
天
客
船

「長
崎
丸
」
の
追
跡
を
受
け
、
揚
子
江
河
日
の
余
山

島
で
着
底
し
た
と
こ
ろ
を
、
海
軍
艦
艇
に
よ
っ
て
取

り
押
さ
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

拿
捕
さ
れ
た
同
船
は
、
「勝
関
丸
」
と
改
名
。　
一

九
四
二

（昭
和
十
七
）
年
二
月
に
、
日
本
郵
船
に
運

航
委
託
さ
れ
た
。
次
い
で
同
年
七
月
、
大
阪
に
回
航

さ
れ
、
大
阪
鉄
工
所
桜
島
工
場
で
修
理
。
同
年
八
月

（ま
た
は
九
月
）、
台
湾

へ
の
航
海
に
就
き
、
米
と

砂
糖
を
満
載
し
て
清
水
に
帰
港
し
た
。
同
船
を

一
日

見
よ
う
と
い
う
見
物
人
で
、
清
水
港
は
時
な
ら
ぬ
賑

わ
い
を
見
せ
た
と
い
う
。

拿
捕
で
「北
京
原
人
」
の
頭
骨
が
行
方
不
明
に

同
船
の
拿
捕
は
、
日
本
が
ま
だ
戦
勝
気
分
に
酔

っ

て
い
た
緒
戦
の
こ
ろ
の
事
件
で
あ
り
、
国
内
で
も
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
こ
の
一
件
に
ま
つ
わ
る
別

の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
も
っ
て
、
真
相
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
拿
捕
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
同
船
に

乗
せ
て
い
た

「
北
京
原
人
」
の
頭
骨
が
行
方
不
明
に

な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

古
生
人
類
の
典
型
と
し
て
知
ら
れ
る
北
京
原
人
の

化
石
は
、　
一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
秋
に
、
北
京
郊

外
の
周
口
店
の
石
灰
岩
洞
窟
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
地

質
学
者
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
以

来
、
日
宰
事
変
が
起
き
る

一
九
二
七

（昭
和
十
二
）

年
ま
で
の
間
、
七
個
の
頭
骨
を
含
む
四
十
体
の
北
京

原
人
の
骨
が
発
掘
さ
れ
た
。
発
掘
は
、
米
国
の
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
な
ど
の
資
金
援
助
に
よ
り
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

日
米
開
戦
が
近
く
な
っ
た
一
九
四
京
昭
和
十
六
）年

夏
、
日
中
間
の
戦
乱
で
貴
重
な
原
人
の
骨
が
散
逸
す

る
こ
と
を
恐
れ
た
米
国
と
中
国
の
学
者
は
、
こ
れ
を

米
国
に
移
す
こ
と
を
決
意
。
北
京
原
人
の
化
石
で
最

も
完
全
な
形
を
残
し
て
い
る
ボ
ー
リ
ン
教
授
発
見
の

頭
骨
を
主
体
に
、
こ
れ
ら
を
二
個
の
ト
ラ
ン
ク
に
詰

め
、
鉄
道
で
秦
皇
島
に
陸
送
し
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
上
海
ま
で
は
船
便
で
送
ら
れ
、
前
述
の
十

二
月
八
日
、
上
海
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
由
で
米
国
に

向
か
う

「
ハ
リ
ツ
ン
」
に
積
ま
れ
た
、
と
さ
れ
て
い

Ｚつ
。北

京
原
人
の
骨
は
、　
一
体
全
体
、
ど
こ
へ
行

っ
た

の
だ
ろ
う
。

ミ
ス
テ
リ
ー
が
未
解
決
の
ま
ま
、
同
船
は

一
九
四

四
（昭
和
十
九
）年
九
月
十
二
日
夜
半
、
帰
還
軍
人
、

傷
病
兵
、
一象
州
軍
捕
虜
な
ど
約
千
八
百
人
を
乗
せ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
門
司

へ
帰
港
す
る
途
中
、
海
南

島
沖
の
高
シ
ナ
海
で
、
米
国
潜
水
艦

「
パ
ン
パ
ニ
ー

ト
」
の
言
撃
を
受
け
沈
没
。
四
百
八
十
八
人
の
乗
船

者
と
乗
組
員
が
、
同
船
と
運
命
を
と
も
に
し
た
。

（
山
田
　
廼
生
）


